
東京都立芝商業高等学校 グランドデザイン 
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【生徒をどのように支援するか】 

（どのような配慮が必要か） 

 

○主体的・協働的な深い学びの授業実践（アクティブ・ラーニングやＩＣＴ

の活用、ユニバーサルデザインを取り入れた授業作り） 

○小中学校・企業連携授業の支援 

○ルーブリック表による評価を教員・生徒で共有する 

○学年会・企画調整会議・職員会議で生徒情報を共有する 

○目標・情報を共有し、生徒のモチベーションを高める 

【教育目標】 

ビジネス教育を核とした活動を通して、グローバル化する社会環境の

中で自立することのできる人材育成を使命とし、人権尊重・社会貢献

精神を育み、勤労意欲に溢れ正しい職業観と社会性をもった人間を育

成する。 

【生徒/学校の現状】 

 まじめで素直な生徒が多く、言われたことに意欲的に取り組む。 

 新しい事に挑戦し、確実に実現する力に課題がある。 

【予想される社会の変化】 

 人口減少・高齢化の進行・共生社会の実現 

 IoT、AI 等を活用する基盤整備が更に進展 

【何を学ぶか】 D  

 

【具体的な教育課程の編成等】 

 

 ○中高連携、高大連携、地域連携及び

企業連携を推進した活動の充実 

 ○地域、企業とのつながりを意識した

「ビジネスアイデア」「課題研究」につ

いての工夫充実 

 ○前に踏み出す力、主体的に学習に取

り組む態度を育成する授業改善と教科

横断的な視点での授業展開 

 

【どのように学ぶか】 D  

 

【具体的な授業実践】 

 

 ○基礎学力の定着を図るため、習熟度

別授業や少人数編成授業を実施する 

 ○国際ロータリー等との連携による

インターンシップ（1年生全員）の実

施など組織的・計画的にキャリア教育

を展開する 

 ○アクティブ・ラーニングやＩＣＴの

活用、ユニバーサルデザイン等といっ

た視点により工夫した授業実践に取り

組む 

 ○中高連携、地域連携及び企業連携を

推進した「課題研究」授業を展開する 

 

 A  

 

工夫 

 

改善 

【何ができるようになるか（目指す生徒像）】 P  

 

 ○前に踏み出す力、考え抜く力、チームで働く力を身に付け行動できる。（社会人基礎力） 

  ○基礎学力を身に付け、英語、会計、ITCをツールとして活用できる。（基礎学力・専門知識） 

  ○良好な人間関係を構築しながら相互に人格を尊重できる。品位を持った明るい行動ができる（他者理解・人間性） 

【何が身についたか（学校評価を通じた学習指導の改善）】 C  

 

 ○前に踏み出す力、考え抜く力、チームで働く力を身に付け、他者と積極的に関わることで課題を解決することが

 できる（社会人基礎力） 

  ○基礎学力を身に付け、専門的知識を活用して新たな疑問や課題を発見できる（基礎学力・専門知識） 

  ○良好な人間関係を構築し、礼儀やマナーが身についている（他者理解・人間性） 

【実施するために何が必要か】 

（指導体制の充実、必要な支援、小中学校・地域・企業との連携協力） 

 

○学校運営連絡協議会・国際ロータリークラブ・商業教育コンソーシアム事

業との連携 

○小中学校・地域・企業・自治体との連携 

○アクティブ・ラーニングやＩＣＴの活用 

○PTA や喬商会等との連携、全校体制での募集広報活動への取り組み 

○生徒情報を共有した予防型生活指導 

○教育課程委員会・教科主任会での新教育課程の検討 

取り組みを支える 



【育成すべき資質・能力に基づくルーブリック】 

 

育成すべき資質・能力 レベルA レベルB レベル C レベルD レベル E 

 

目指すべき 

生徒の将来像 

知識及び技術 

知識及び技術を活用

して、与えられた課題

を解決し、更に新たな

疑問や課題を発見で

きる。 

知識及び技術を活用

して、与えられた課

題が解決できる。 

知識及び技術を活用

して課題に取り組む

姿勢が見られる。 

与えられた課題に必

要な、知識及び技術

を習得している。 

知識及び技術を習

得していない。 

ビジネス

に関する

専門的な

知識や技

能を身に

付け、社会

に貢献す

る人材を

育成する。 

他者との

協働を通

じて、課題

解決能力

を高める。 

思考力・判断力・表現力

（課題を明らかにする

力） 

与えられたテーマか

ら問題を設定し、その

問題を多面的に捉え、

取り上げた理由など、

根拠に基づいて述べ

ることができる。 

与えられたテーマか

ら問題を設定し、そ

の問題を取り上げた

理由など、根拠に基

づいて述べることが

できる。 

与えられたテーマか

ら問題を設定し、そ

の問題を取り上げた

理由など、述べるこ

とができる。 

与えられたテーマか

ら問題を設定してい

るが、その問題を取

り上げた理由などの

内容が十分でない。 

与えられたテーマ

から問題を設定し

ているが、その問

題を取り上げた理

由などを述べるこ

とができない。 

思考力・判断力・表現力

（わかりやすく伝える

力） 

相手の理解を深める

ことを意識しながら、

事例等を挙げ、自分の

意見を述べることが

できる。 

相手の興味を引くよ

うに工夫しながら、

自分の意見を述べる

ことができる。 

相手の理解できるよ

うに配慮し、自分の

意見を述べることが

できる。 

相手のことを意識し

て、自分の意見を述

べることができる。 

伝えたい内容を相

手に伝えることが

できない。 

思考力・判断力・表現力

（意見の違いを理解す

る力） 

違う意見に対し、比

較・検討することで新

たな解決策を提案で

きる。 

意見の違いを理解

し、分類することで

関連性を特定でき

る。 

意見の違いの理由を

理解するために、質

問するなどして、意

見の違いを裏付ける

ことができる。 

意見の違いを理解し

ようとしている。 

意見の違いを理解

しようとしていな

い。 

学びに向かう力、人間性

（組織の一員として他

者と関わる力） 

組織の一員として自

己の役割を認識し、他

者と積極的に関わる

ことで課題を解決で

きる。更に新たな疑問

や課題を発見できる。 

組織の一員として自

己の役割を認識し、

他者と積極的に関わ

ることができ、課題

を解決できる。 

自己の役割を認識し

ようとし、他者と積

極的に関わろうとす

る姿勢が見られる。 

自己の役割を認識し

ているが、他者と積

極的に関わろうとし

ていない。 

自己の役割を認識

することができ

ず、他者と積極的

に関わろうとして

いない。 

学びに向かう力、人間性

（意見を丁寧に聴く力） 

相手が振り返り、考え

るための質問をする

ことができる。 

 

相手の意見に則した

質問をすることがで

きる。 

 

相手の意見を記録し

整理することで、理

解を深めようとする

ことができる。 

相手の意見を理解し

ようとしている。 

 

 

相手の意見を理解

しようとしていな

い。 

 


